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将来的なエネルギー消費の増大

暉のヰIほ—”鳴[II⇔舅111
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夜間光衛星画像の分析による
途上国のエネルギー需要量推計

干広字グ字E：工字研究院

地球環只科零翼攻都市墳滉システムコース
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達上国での電）J需疫の把授が重量

拿
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途上国では関連するデータが不足
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✓ 203“向エネルギー消閃鼠は、
1990年比で1.7倍に増加と予想

✓消費増の大半は非OECD加盟国
伊発展途上国）

✓ 途上国では電力不足が指摘
✓ 将来的に不足が拡大すると予想
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夜間光衛星画像の撮影に用いられる衛星センサ

✓撮影には初期はDMSPIOLS，近年はVIIRSを使用
✓ VIIRSはDMSPIOLSの欠点を大幅に解消
✓ ただし、 VIIRSはノイズ綜去が不十分

釈働年
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DMSP/OLS 
✓闊環び碑『．録なし
✓情tllllが6 bll や4幽）であり
容易に飽和
→“度への変換ができない
J 2013年で更新終マ
一古いデータであり実郎と碩腿

VIIRS 
イ撮影聞に呟宴記践あり
イ情報鱒が1いl0(16．埠4［細tこ
ィ解像度が大幅に向上
イオーロラや火災など．
ノイズ乞叙3 （⑳17年まO
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夜間光と篭力消伐に関する既存研究

Kaifangら111: VIIRS画像による中国のGDPと需力消費aの推定

解像展 感区 ノイズ 利用の可否

DMSPiOLS △（低解像度） メ（砲和あり） 0 （補正済み） 0 

VIIRS （福正前） 0 （忌解像度） 0 （飽和なし） x （福正なし） X 

VIIRS （福正径） △（低解像度） 0 （飽和なし） △（補正済み） 0 

✓ DMSP/OLSのデータを元にノイズを抽出 ✓ [)~P/OLSベースでの
J上記ノイズを元にVIIRSのデータを補正 修正なためし低解像度化で

」•- VIIRSの忌解僚度を活用不可
✓ ノイズのデータが2013年ベース ✓ 古いデータを使うため．
ハ/IIRSの元データに比ぺて解像度が低下 i 今後実懇との乖斑が続く

本研究の目的および研究手法

これまて

既存研究統計 夜随光画像

先進国 ✓ DMSP/OL~爾正に
よる低禦像度の

途上国 x —• 1/IIRS画鐵
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夜間光画像

先進因 ✓ VIIRS本来の
途上国 x-o 国解像度画像

目的

夜間光衛星画像を利用した
現在から将来に渡る
途上国の電力需要量推計

Jノイズの除去など
VIIRS夜ll,1光面堅画像の挫偏

✓ 日本アメリカなどを対象に
先進国での相関解析

✓途上国の消践電力の推計
および将来予測

"1心'..a“ 心→·ら・m l疇90
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光衛星画像の整備
✓ガスフレアなど、人閤活動との
相関が抵いノイズを画像から腺去

✓ ピクセルを積口してゆき、
点別の夜間光を取祖(B本）

✓ 同様の手法を各国に過用し、

戸 L--
メッシュごとの夜問光を取得

二『 ユ
i

、V
^
w
I

を
ク
}

ラ
綸
"

＆
。
岱
iュ

夜間光と消巽電力の相関分析、将来予測

>
双悶光碑

✓ 日本を対象に、県別の消閃電力と夜間光を比較

J エ茎用途 I 
✓ 消費電力は 第三次産業用途 に分類

家麻用途

→消図電力と夜間光の回帰式を得る

■り
✓日本で得られた回帰式を他国に適用

✓ アジア各国を対象に消費雷力を推計

✓ 将来の電力需要推計と合わせ
需給の過不足を予測

ll : S,,••:.." ＂コヰ
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鵬ヽ●彫9と讀＂＂（ヒ元1口切I

J エ藁以外ぼ直｀第三次溢稟）の用途で、
電力消贋量と夜間光這度の固閲閲係を確認

一途上田でも電力消費·IJ項ut可筐

✓ 1 人あたりの家庭用途電力消費麗l;J.'
飽和するmが示峻

一人口とあわt!将釆的な電力需企·が推計可観

日本を対象とした相関分析
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途上国の電力消四塁推計（家庭向け、現状）
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✓東南アジア各国で、家底向け；叫閂需力を推計

✓‘人口密度の大きい百都での需要大

✓全体としては過大に見積もられる傾向がある
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✓ 東南アジア各国で将来的な雹力需要を推計

✓ E3本並の需要では全土で大幅な需翌増大

✓ 特に人口集中地での増加幡が大きい

将来的な電力需給バランスの可視化
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供給十分

✓ 経済発展にともない、広範囲に渡って
堂力需要の増加が見込まれる

✓ 特に人口霙中地での増加幅が大きい
✓一部地域では既に電力供給が十分

一首都近辺では赤（将来的な供給不足）と
音（供給過剰）が入り交じる結果に

J 将来的な人口分布の変化を考虚せず
→より詳細な検討が必要

供給不足
10 11 
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電力消貫量
12015年搭計｝
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特異な事例：ミャンマー
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✓ 他国の首都では将来霰力不足と

供給過剰が入り交じるが、
ミャンマーでは全域で供給過剰

✓ ミャンマーでは2006年に遷都
（ヤンゴン→ネピドー）

旧首都ヤンゴンは人口が多く
電力不足がたびたび指摘

拿
新首都ネピドーは政治的中心で、
電力需要は小さく供給も潤沢

疇ミャンマー特有の事情が可視化

...ょ.-•一'~”“L↓ U.バtm"""'.. 
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本研究では山崎文雄教授、近藤昭彦教授
（環境リモートセンシング研究センター）の
ご指導をいただきました。
また、平成30年度CEReS共同利用研究
(P2018-3) の支援を受けて行われました。
ごこに記して謝惹を表します。

I>! 

_ 本研究の結果と課題、および今後の展望
本研究の結果

" VIIR~釘星画像と電力消餌泣について｀日本での相閲関係を得た

J 日本の結果を元にアジア各国の家庭向け消阿電力を推計した

✓ 将来予測を通じて、家庭向け霊力の需給バランスを予測した

翡・今後の展望

✓ 人口分布の変化、家庭用途以外の電力消費を考唸していない

一家庭用途以外の電力消口も含め、人口の変化も考慮しつつ
他のJBメーター (1 人当たりGDPなど）から推計を行う
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